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坪井夏美さん応援レポート
フレッシュ名曲コンサート
藤岡幸夫×東京都交響楽団

2016年10月10日（月・祝）
江戸川区総合文化センター 大ホール

チャイコフスキーのコンツェルト
フレッシュ名曲コンサート。著名指揮者、一流オーケ
ストラとのコンツェルト（協奏曲）の演奏など、若手演
奏家にとって貴重な演奏機会となっているシリーズ
である。今年度坪井さんは７月に続いて２度目の登
場。本日は藤岡幸夫氏の指揮、東京都交響楽団と
の共演。坪井さんはソリストとして、チャイコフスキー
のヴァイオリン協奏曲（チャイコン）を演奏する。７月
はメンデルスゾーンのコンツェルト、本日はチャイコ
フスキーのコンツェルトと、ヴァイオリン協奏曲の名
曲中の名曲の演奏が続く。

管弦楽の東京都交響楽団は、「都響」の通称で親し
まれる交響楽団。 1965年、東京オリンピックの記念
文化事業として東京都が設立。 「首都東京の音楽

大使」として国内各地での公演はもちろん、海外公
演の他、アジアの楽団との楽員交流事業などに積
極的に取り組み高く評価されている。

会場は江戸川区総合文化センター大ホール。1983
年に開設されたセンターは、音楽、演劇、舞踊、コン
クール、講演会等に利用される大・小ホールに加え、
リハーサル室・研修室・会議室・和室・展示室・展示
ギャラリー等、様々な施設を擁している。隣接するの
は、新東京百景にも選ばれた小松川境川親水公園
の「水の庭園ゾーン｣。水と緑に囲まれた自然豊かな
施設である。

フレッシュ名曲コンサートは、公益
財団法人東京都歴史文化財団
（東京文化会館）が、都内の区市
町村及び区市町村の指定する団
体との共催により実施するコン
サート。地域で身近にクラシック
音楽等の名曲に親しむ機会を提
供し、併せて東京音楽コンクール
入賞者をはじめとする新進演奏
家の発掘・育成を図ることを目的
として開催されている。
なお江副記念財団は2016年度の
助成事業として「東京音楽コン
クール」を支援している。
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秋晴れの天候のもと、会場には多くのお客
様が詰めかけてくれている。

「・・・フレッシュ名曲コンサートは名曲づくし。
今日のチャイコンも、これまでに何度も、多く
の演奏家により弾かれてきた名曲です」。
「・・・加えて、チャイコンは中学生の頃に初
めてオーケストラと共演した思い出深い曲。
今回再びオーケストラと共演できる喜びを感
じています」と坪井さん。多くの人々に愛さ
れるおなじみの曲を、今回どのように表現し
てくれるか楽しみだ。

拍手に迎えられ、坪井さん登場。きりっとし
た紫紺のドレスが舞台によく映える。
演奏が始まる。

豊かにのびやかに、ヴァイオリンの音が広
いホールに響き渡る。新しいヴァイオリンと
も早や半年、しっくりと馴染んできているの
が感じられる。

激しさや繊細さを優美に華やかに

演奏中写真のご提供：江戸川区総合文化センター

ロシアの民俗色が濃く表現されているといわ
れる曲、ヴァイオリニストに求められる技巧も
数多く散りばめられている。

「・・・曲に出会った最初の頃は、ロシアの雄
大な自然や、そこからのエネルギーを感じな
がら弾いていましたが、今回ふたたび向き
合ってみて、その感覚がなんだかしっくりこな
くなって・・・」

「・・・曲が作られたころの建物などの写真を
見ていたら、あ！と思うところがあって。大国
ロシア、そうであるからこそ整えられた曲なん
だ。・・・そういうイメージに転換したら、なんだ
かとてもすっきりして、共感をもって弾くことが
できるようになりました」

「・・・この曲は抒情的な面も多いのですが、
情感を込めすぎるのは違うかなと。たっぷり
と歌うところは歌いながら、力強く、前に進む
感じで、そういう作り方をしようかなと思って
います」。

激しさや繊細さを多彩に表現し、オーケストラ
とともに華々しく盛り上がって終曲。優美に華
やかに弾きあげた坪井さんに会場の皆さま
から大きな拍手。
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楽器と仲良くなり、ほしい音色を自在にあやつっていきたい

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮 藤岡幸夫
ヴァイオリン 坪井夏美(*)
管弦楽 東京都交響楽団
◆プログラム
チャイコフスキー ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 Op.35 (*)
ベートーヴェン 交響曲第6番 ヘ長調 Op.68「田園」
◆アンコール
エルガー：夕べの歌 Op.1５、No.1

終演後の坪井さんに話を聞いた。

－堂々の演奏でした；

「・・・冷静な自分もどこかに残っていながら、いろい
ろな感情や情景が浮かんできて、とても楽しかった
です」

－新しいヴァイオリン、いい感じですね；

「・・・お借りして間もない頃は、音色を頑張って作る
感覚が少しあったのですが、最近は無意識に、ヴァ
イオリン自体が欲しい音を出してくれるようになって
きました。つまり馴染んできたということなのかなぁと
感じています」

「・・・でももっと。もっと柔らかく弾き込みたいと思って
います。今日は少し力んでしまったところもありまし
た。良い楽器というのは反応も良くて、良い弾き方を
すれば、とても良い音が出ます。反対にこちらが力
むと、そういう反応の音が出ます。『あ、今の弾き方
はダメなんだ』と楽器から教わることもあります」

「・・・曲とも楽器とも仲良くなれたなと感じたのが、本
番の数日前で。指揮の藤岡先生、都響のみなさん
の音色にすごく刺激を受けました」

－室内楽のリサイタルや、オーケストラとの協奏曲、
オーケストラの一員としての出演など、盛りだくさん
ですね；

「・・・演奏会でしか学べないことも多く、楽しみでもあ
り、大変にありがたいです。お客様に楽しんでいた

だくのはもちろんですが、自分にとっても、いい経験
にしていきたいです」「・・・オーケストラの中で演奏さ
せていただくのも、とても勉強になります。コンチェル
トのオケパートを演奏させていただく機会もあり、ソリ
ストに寄り添うオケ側の感覚が少しわかってきたよう
な気がします」

終演後、楽屋でマエストロと

楽屋では、マエストロの藤岡氏から
「素晴らしかったよ、また一緒にやろ
う！」とのお声がけも。
マエストロのSNSには「・・・若々しく

爽やかで、とっても素敵なチャイコフ
スキーでした」とのお言葉もあった。

年末に向けて、新しい曲の披露も
多い。「・・・集中して準備をしていき
たいと思います。楽器と、もっと仲良
くなって、好きに操れるようにしてい
きたいです。自分のほしい音色、こ
う歌いたいという音を自然に出せる
ようになったら、どんな曲がきても」
と頼もしい心意気を述べてくれた。

坪井さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム ：プログラム】
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【コンサート・プログラム ：曲目解説】
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【コンサート・プログラム：プロフィール】


